
　摂食嚥下障害看護認定看護師より、食事に関すること
や口腔ケアに関する知識を嚥下かわら版として病院内に
月2回発行しています。今回は食事の姿勢について説明
させていただきます。

＼ 食事の姿勢を整えることが大切 ／
　脳卒中後遺症や高齢などの様々な要因で嚥下機能（飲
み込む力）は低下します。
　脳卒中後遺症では嚥下機能の低下に加え、手足の麻痺
が残っていることが多くあります。さらに、拘縮（けい
しゅく）といって関節の動きが制限されてしまい、思う
ように身体を動かすことが困難となってしまうことがあ
ります。手足の麻痺や拘縮が起こると、姿勢を上手に保
つことができなくなります。

　食事をする際に姿勢が崩れてしまうと、身体の様々な
部分に力が入ってしまい、嚥下機能に影響を及ぼし、十
分に力を発揮することができなくなります。
　このことからも、食事をする際にはまず姿勢を整える
ことが大切になります。
　ベッドや車椅子または椅子でみられる良くない姿勢で
す。（図１）

　身体は傾き、臀部（でんぶ）がズレてしまい、頸部が後
屈している姿勢です。頸部が後屈すると、食物が気管へ
入りやすくなり、誤嚥のリスクが高まります。
　まずは、姿勢が左右対称となるように枕などで調整を
します。（図２）

　姿勢は麻痺のある側に傾きやすくなるため、麻痺のあ
る側に枕を入れながら調整をします。

　頸部が後屈しないように、顎から胸のあいだに指が4
本入るように（４横指）、枕で頭の位置を調整します。

＼ 座って食事をする時のポイント ／
　自宅や施設では車椅子や椅子で食事をすることが多く
あると思います。

座位で食事をする際には、
①視線がまっすぐ前を向くような姿勢であること
②椅子にしっかりと腰かけ、臀部がズレていないこと
③座った際に膝が90度の角度となるように調整すること
④足底が床にしっかりと接地していること
⑤テーブルの高さは肘と同じ高さになるよう調整するこ
とに注意をして姿勢を整えます。（図３）

　食事を安全においしく食べるためには、まず姿勢を整
えることが大切になります。どのような姿勢が患者さん
にとって安楽で安全であるかを意識しながら姿勢を整え
ていきましょう。

「病院ボランティア」とは
　浜田医療センターにおいて受付補助や施設の案内、移
動支援を行うほか患者さんの声を病院へ橋渡しする役割
を担い、患者さんやご家族様が安らぎを得られる環境で
安心して治療が受けられるよう支援することを目的に活
動し、地域医療の質の向上に貢献しています。

どんな人が活動しているの？
　現在は17名のボラン
ティアスタッフが活動し
ています。年齢層も20代
～80代と幅広く、お仕事
を定年された方、お仕事や
家事の合間の空いた時間
を活用している方などが
参加されています。特に資
格も必要ないため、どなた
でも参加できます。

どんなことをするの？
　参加して下さる方の善意の気持ちで活動していただい
ているため「無理なく、自分ができることをする」ことを
大切にしています。手の空いた時間のみのご参加でも構
いません。全員が頻繁に参加されるわけではなく、参加
できる日にお手伝いしていただくというスタイルです。

月に1度の「定例会」で
わいわい楽しくミーティング
　メンバーみんなでコミュニケーションをとることで、
活動を通して感じている不安なことや心配事なども話を
聞いてもらって解決することができています。

　ミーティングでは病院の担当者に要望等をお伝えし、
改善・対策をとっていただいています。ご参加くださっ
てる皆さんが、気持ちよく活動を続けられるように、メ
ンバーそれぞれが協力し合い、いい関係づくりができて
います。

平成27年度
県民いきいき活動奨励賞を受賞！
　私たちは今まで15年間浜
田医療センターでボランティ
ア活動をしてきました。この
度、温かい目を向けていただ
き、受賞できたことは本当に
うれしいことです。超高齢社
会に、より良く対応していき、
また必要とされる病院側と密
接な連携を取りながら活動し
ていきたいと思っています。

　病院ボランティアに興味のある方、もっと詳しく知り
たい方は、下記までご連絡ください。

Hospital volunteer

浜田青年会議所とは
　私たち一般社団法人浜田青年会議所は、浜田地域に暮らす
20歳から40歳までの青年経済人のメンバーで構成される奉仕
団体です。２０１７年度は、私のスローガンの「自他共栄～明るい
豊かな浜田の実現～」のもと、２６名のメンバーで１年間、青年会
議所活動に取り組んでおります。
　青年会議所は、奉仕・修練・友情の３信条の元「明るい豊かな
社会」の実現に真摯に取り組む団体であります。今振り返ると、
私は青年会議所に入会する前、個人で浜田を「明るく豊かな社
会」にすることを実現しようとしていました。しかし個の力では限
界があります。たくさんの失敗をしてきたからこそこの青年会議
所という団体の素晴らしさを今、感じております。
　個を磨き、団体としてのスキルをさらに向上させて行くことで、
浜田青年会議所が浜田に必要とされるリーダーシップを発揮で
きると考えています。他県から見た場合、東部のほうに注目が集
まることが多いと感じます。それはなぜなのか？我々が住むこの
浜田に魅力がないのか？そうではありません。浜田には観光資源
がたくさんあります。なぜなら、30分圏内に美しい海、緑豊かな
山、誇れる伝統文化があり近年では高速道路も整備されてきて
おり、その観光資源を活用できる環境も整いつつあります。そし
て何より有能な若い人材もたくさんいます。しかし、そんな素晴
らしい観光資源と有能な若人たちを活かせ、また活躍できる浜田
でしょうか？小さなこどもからお年寄りまでが明るく豊かに暮らせ
る浜田にするために我々青年が出来ることを考え、若人が活躍で
きる社会を実現するために様々な活動を推進しております。

未来を切り開く若人育成の推進
～高校生政策甲子園～
　私たちは今年度９月に「高校生政策甲子園」を社会開発運動の
事業として実施しました。
　国の方針で、選挙権が１８歳より与えられました。これは若人が
自分の未来を選択できる貴重な権利を得たと言えます。その権
利を与えられたとしても政治に無関心では意味がありません。こ
れは１８歳に限らず、選挙にいかない多くの人に言える事ですが、
そもそも興味がない・自分が選挙に行っても行かなくても何も
変わらないと言う思い込みがそうさせてしまっていると考えま
す。まさに１８歳選挙権に被る世代でもあり、近々に卒業を控え、
進学・就職で浜田を離れる世代であります。もちろん、浜田に残
る者もいるでしょう。近い将来それぞれが異なる立場になる若人
たちが明るく豊かな浜田の未来を考える機会を作り、浜田に残
る若人、浜田を出る若人それぞれが誇りを持てる浜田のビジョン
を自らが考え示してもらい、次代を担う若人たちの思いを市政
に届ける役割を我々浜田青年会議所が担いたいと考えます。若
人が自ら考え、行動することで自分たちの住む浜田の未来を自

分たちで決めることができることを知り、それによって市政に興
味をもってもらいたいと考え実施しました。
　当日は、浜田高校、浜田商業高校、浜田水産高校の代表の生徒
たちが、自分たちが考えた政策をグループでプレゼンテーション
し、聴衆に訴え、それを聴衆者が選挙方式で投票し、優秀賞を決
定するというものでした。どの高校も素晴らしい提案をされ、高校
生でも立派な政策を企画立案できる可能性を見せてくれました。

浜田藩開府４００年に向けて
　２０１９年浜田市は開府４００年という記念すべき年を迎えます。
この記念すべき年を迎えるにあたり、（一社）浜田青年会議所で
も毎年、伝統文化保存、継承、発展に向けての事業を大名行列保
存会の皆様のお力添えを頂きながら取り組んでいます。昨年は
大名行列奴隊の浜田市無形文化財指定に向けた取り組みも進
み、デジタルアーカイブという形で資料作成したことで伝統文化
の保存・継承も進んでいます。
　２０１９年浜田藩開府４００年という節目の年を迎える絶好の機
会をチャンスと捉え、開府４００年に向けて大名行列を周知して頂
くことや浜田市に古くから存在する歴史ある物を利用し、今まで
以上に市民の方に知っていただくことで、明るい豊かな浜田の
実現に繋がると考えています。行政、他団体と連携しながら今後
発展の部分に特に力をいれて参りたいと思っております。

未来にむけて
　私たち浜田青年会議所は、この浜田の明るい豊かな発展に向
けて日々取り組んでおります。個々のメンバーが、青年会議所と
いう学び舎でしっかりと学び事業を展開して行く中で、レベル
アップを図り、地域に還元していくことで、この地域は発展してい
くと思っております。少子高齢化、中山間地域の過疎化など、
様々な問題がありますが、未来を創っていく私たちが真摯に問
題に取り組み考えることが、とても大切なことだと考えます。
　これからも、一人でも多くの仲間と活動や運動に取り組み、明
るい豊かな浜田の実現に向けて取り組んで行きたいと考えてお
ります。
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図１　ベッド上や車椅子でみられる不良な姿勢

図２　体幹・頭部の位置を整える

図３　座位での正しい姿勢
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私たちと一緒に
「病院ボランティア」はじめませんか？

管理課 （病院ボランティア担当者まで）
電話：0855-28-7190
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